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VELDSTBA(1)は 物質 が植 物 生長 素 とし て作用 力 を保 有 す るため には,こ の物質 の表 面活性 度 が強 い こ とと,そ

の分子 を構 成 して い る炭素 環 状核 の面 に対 して カルボ キシ ル基 のdipoleの 方 向 が直角 こ近 い こ との2つ の 条件

が 満 され る必 要が あ る こ とを提 案 した.

著者 は前報(3)迄 に従 来植 物生長 素 として知 られ てい なかつたa-naphthoic acidの水 素 添加 体 中,強 力に 生 長

素 性 を有す る物 質 として1,4-dihydro-及 び1,2,3,4-tetrahydro-naphthoic acid-1を 発 見 し,更 に これ 等両物

質 の光 学 的活 性体 相 互 の間 に,生 理作 用 の上 で著 しい相 異 のあ る こ とを指摘 した所 であっ て,化 学構 造上 の相 異

の甚だ 少 い こ の よ うな物 質 を対 象 と して,化 学 構造 と生理 作 用の 研究 を行うこと は,こ の間 の関連 性を解 決す る

上 に有 力 な鍵 とな り得 るも の と考 え られ る.本 報に於 てはVELDSTRAの 説 を検討 す る 目的 の下 に,先 ず これ等新

生 長素 を対 象 と して,そ の表面 活 性度 を測定 した.更 に比較の ために 既 知生 長素 群に つい て も測 定 を行つ た.こ

の結 果 か ら推 論 す る と1,4-dihydro-及 び1,2,3,4-tetrahydro-naphthoic acid-1の 光学 的対 掌体 は,生 長 素作

用 を著し く異 にす るに もか かわ らず,表 面活 性 に於 ては大差 を認め る事 が出 来なか つた.表 面活性 は主 として,

炭 素 環状 核 の保 有 す る性 質 と考 られ るの で,こ の結 果 は予 想 され た所 であつ た.又 この試験 に供 した物質 中 に

は,表 面活 性 が強 い に もかかわ らず,生 長 素 性 を全 く欠 いて い る物質 も認 め られた.従 つ て単 に表面 活 性 の強 弱

のみ では生 長素 性 を云 為 す る こ とは 出来 な く,そ の原 因を他 に求 め るべき であ る と考 え られ る.VELDSTRAの 説

を検 討 す る次 の問題 はdipoleの方 向 で,こ の点に 関 しては,前 報(2)に 於 て,こ れ等 光学 的活 性体 の立体構 造 に

つい て考 察 した よ うに,検 討 を要す べき 問題 を含 ん でい る.こ れ につ いて は 目下研究続行 中で あ る.

表 面 活 性 の 測 定

本 研究 に於て は表 面活 性 の測定にpolarograph法を 用 いた.こ の方法 では 精 密 な数値 は得 られ難 いけれ ど も

相 対 的な強 さを検 す るに は 十分 であ る.表面 活 性 の比較 はpolarogramに 現 われ る酸素 還元 波 の極大 の波 高 を半

分 にす るに要 す る物質 の量,即 ちHSV(Half Suppression Value)を 以 て行 つ た. こ の値 の少 い程,表 面活 性

は強 力で あ る.

電 解液:酸 素 の還 元 波の測 定 用 として,純メ タ ノー ル50ccに0.001N塩 酸 を加 え て500ccと した ものを

用いた.供 試物 質 は一 定量 を秤 取 して,純 メタノー ル50ccに 溶 解 し,前 記 の同じ 濃度 の塩 酸 を加 えて500cc

とな した 溶液 を調製 した.こ の際物 質 の濃 度は10-4mo1/lに 近 い こ とが望 ま し く,実 際に は この濃度 に対 す る相

異 をfactorと して算 出 した.

測定:先 ず 上記 の メタノールー塩酸 の液5ccをpolarographに か け て,酸 素還元 極 大 波 を求 め(Fig. 1

 control),次 に試 料 を溶 解 せ しめ た メ タノールー塩酸 を この電解 液 に0.10cc加えて polarogramを 求 め(Fig. 

1, No. 1),順 次0.10cc宛 溶 液 を追加し て測 定 を行つた(Fig. 1, No.2～No.5).元 の電 解液と,こ れに 追加

す る試 料 溶液 の メタ ノー ル,及 び塩 酸 の濃 度 を上記 の よう に等 し くしてお くこ とは,試 料 溶液 の追 加 に よつ て生

ず る溶 媒 の濃 度 の影響 を無 くす るた め であ る.Fig. 1に 示 したpolarogramは この よ うに して得 られ た もの の一

例で,こ の測定 の条 件 はTable 1こ 示 した.

この よう なpolargramは 正 確 を期 す るため1物 質 に つ いて5～8回 反覆 実験 を行 い,そ れ等 の値 か ら,波 高

と濃度 と坐 標 と して グ ラ フ画 いた.こ れ等 の グ ラフの中naphthoic acid-1の誘導 体 につ いて得 られた もの

をFig.2～4に 摘 載 した.

この図 か らHSVの 値 を内挿 的 に求め るこ とが で き,こ うして得 られ た諸 種 の物質 のHSVをTable 2に 掲

げ た.
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Table 1.

Substance : 1, 2-Dihydro-naphtnoic acid-2 

Temp. 25•‹; 3. 8 sec. /drop Hg.

No. Volume of solution Concentration of test added (cc) substance(•~10-6 mol/l)

C 0 0

1 0.1 1.96

2 0.2 3.85

3 0.3 5.66

4 0.4 7.41

5 0.5 4.09

Fig. 3

1: laeuo-1,4-Dihydro-naphthoic acid-1
2: dextro-1, 4-Dihydro-naphthoic acid-1

Fig. 1

Fig. 2

1: Naphthoic acid-1

2: d1-1,4-Dihydro-naphthoic acid-1

3: 3, 4-Dihydro-naphthoic acid-1

4: dl-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1

Fig. 4

1: laevo-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1

2: dextro-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1

Table 2

Substance HSV (•~10-6M/l)

Naphthoic acid-1 2.5

1-1,4-Dihydro-naphthoic acid-1 3
.1

d1-1,4-Dihydro-naphthoic acid-1 4 .0

d-1, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1 4 .4

3, 4-Dihydro-naphthoic acid-1 5 .3

d-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1 6 .0

dl-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1 7 .5

1-1, 2, 3, 4-Tetrahydro-naphthoic acid-1 7 .8

Naphthoic acid-2 2 .5

1, 4-Dii ydro-naphthoic acid-2 2.9

d1-1,2-Dihydro-naphthoic acid-2 3 .0

3,4-Dihydro-naphthoic acid-2 3 .8

d1-1,2,3,4-Tetrahydro-naphthoic acid-2 9.0



第1冊 〕 植 物 生畏索 性物 質 の表 面活性 に就 て 5

Table 3

Substance HSV (
•~10-8M/l)

Naphthoxy-2-acetic acid 1 .9

2, 4, 5-Trichlorophenoxyacetic alid 2 .7 

Indole-3-acetic acid 3 .6 

2, 4-Dichlorophenoxyacetic acid 3 .7

Naphthyl-1-acetic acid 4 .3

Naphthalene 5.9

2-Bromo-3-nitrobenzoic acid 7.6

Tetraline 9 .2

Benzoic acid 98.0

Phenylacetic acid 180.0

実 験 結果 の考察

以上 の結果 か ら次 の こ とが考 え られ る.

1)分 子構造 の炭 素 核の飽 和 の増加 す るに従 つて

表面 活性 は減 少す る.

2) Naphthoic acid-1誘 導体 と-2誘 導体 との

HSVを 比 較す る と,相 対応 す る飽和 度 の ものでは

大差 な く,結 合 して い る カルボ キシ ル基 の位 置 は表

面活 性 に大 した影響 を与 えな い.

3)光 学 的対掌 体相 互の間 には表面 活性 度 に大 し

た差 はな いが,1,4-dihydro-naphthoic acidで は

l-の方がd-よ りも強 く(植 物 生長 素性 はd-の 方 が強

い),又1,2,3,4-tetrahydro-naphthoic acid-1で は逆 にd-の 方 がl-よ りも強 い(植 物 生長素 性 は1-の 方 が強

い).こ の よ うに,表 面 活性 の強 さ と植 物 生長 素性 とは両 物質 共逆 の関係 にな る.

しか しい ずれ に して もそ の差 は小 さい.

4)Naphthoic acid誘 導 体 にあつ ては 二重 結合 の位 置 に よつ て表面 活性度 を異にす る.

5)既知 生 長 素 群に於 てはnaphthoxy-2-acetic acidがnaphthyl-1-acetic acidよ りも生長 素 性は 弱い に も

か かわ らず,はるかに 強 い表 面活 性力 を 有 して い る.又,生 長素 性物 質 の1つ で あ るphenylacetic acidは 異常

に表 面活 性 が弱 い.

(1)VELDSTRA: Enzymologia,11,97(1944).

(2)三 井: 農 化,25,526(1952).

Summary

VELDSTRA(I) has suggested that a substance should have the following two main requirements to be 

active as a plant growth substance.
1. A ring system with a high surface activity;
2. A carbcxyl group in a very definite spatial position with respect to the ring system.

In the previous paper (Part V) it has been reported by us that 1, 4-dihydro- and 1,2,3,4-tetrahydro. 
naphthoic acid have strong activity to produce epinasty for tomato-plants.

In this paper the surface activity of these new plant hormones and substances previously known as 

plant-hormones have been measured by polarographic method. One example of the polarogram is 
shown in Fig. 1. The determination of HSV (Half Suppression Value) is shown in Figs. 3,4 and 5. 
Results obtained are illustrated in Tables 2 and 3. Thus the surface activity is indicated by HSV.

These results suggest that the surface activity decreases in parallel with the increase of the degree 
of saturation of the ring system. Concerning "d" and "l" isomers, their HSV are not so different 
as their physiological activities. Naphthoic acid-2 derivatives, which have no physiological activity, 

have almost the same surface activity as the corresponding derivatives of naphthoic acid-1.

Therefore the physiological activity of plant growth substance does not directly depend upon the 
surface activity.

(l) Veldstra Enzymologia, 11. 97 (1944).


